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翻
一
主
主
佐
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一
千

シ
ユ
ラ
!
の
保
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貿
易
論
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:
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:
j
i
-
-
:
・
:
:
経
済
皐
士
岡
倉
伯
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ミ
ゥ
ダ
ル
の
貨
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論
に
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い
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:
:
:
・
空
間
血
中
士
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新
一
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円
回
目
拍

・=百
M

土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る
一
資
料
・
・
器
削
申
博
士
八
木
芳
之
助

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動

:
-
a
-
-
-
-
:
;
:
経
済
事
士
大
塚
一
朗

農

民

の

税

外

貨

携

・

・

宮

川

晶

玉

柏

井

象

雄

剛

問

鵠

跡

新
着
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題
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さ
ウ

r-w
の
貨
幣
論
に
つ
い
て

第
四
十
四
巻

四
四
回

第
三
稼

O 
四

1 

ク

タ

yレ

の

貨
幣
論
に
/) 

L 、

て

月民

音日

新

所
詔
「
枇
命
的
綿
資
本
の
呼
生
産
過
程
」
は
、

京
ふ
主
で
も
な
〈
生
産
手
段
の
生
産
と
消
費
財
の
生
産
と
が
J

志
の
比
例
闘
停
そ

維
持
し
、
而
し
て
年
々
の
所
得
の
う
ち
一
定
額
が
節
約
せ
ら
れ
、
此
が
資
本
形
成
に
投
下
さ
れ
て
行
く
と
こ
ろ
に
進
行
す
る
。
此
資

本
の
蓄
積
と
い
ふ
事
寅
そ
の
も
の
弘
中
に
、

循
環
過
程
の
一
般
的
投
撹
胤
の
務
局
的
原
因
を
九
ょ
う
と
す
る
黙
に
、

ウ
ィ
ッ
ク
セ
ル

に
準
備
さ
れ
た
貨
幣
的
景
気
論
の
眼
目
が
作
る
。
卸
ち
(
質
物
)
資
本
形
成
は
節
約
さ
れ
た
手
段
が
貸
付
行
震
の
媒
介
を
経

τ、
は
じ

め
て
行
は
れ
る
。
従
っ
て
節
約
は
直
ち
に
資
本
形
成
で
は
友
い
。
雨
者
は
貸
付
行
鋳
(
例
へ
ば
銀
行
の
態
度
)
の
如
何
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
る
夫
々
調
立
の
経
済
行
震
で
あ
る
。
而
し
て
此
貸
付
行
震
に
て
形
成
さ
れ
る
債
格
は
、
云
ふ
ま
で
も
訟
く
利
子
で
る
る
。
貸
付
利

子
は
!
!
ペ
エ
ム
的
表
現
を
借
り
る
と
T

|

現
在
に
於
け
る
一
定
額
の
貨
幣
と
終
来
に
於
け
る
一
定
額
の
貨
幣
と
の
交
換
、
進
み
て

ア
ク
オ

は
.
現
在
財
と
帰
来
財
と
の
交
換
に
成
立
す
る
。
而
し
て
.
ひ
と
は
組
織
的
に
前
者
を
高
〈
評
債
し
よ
う
と
す
る
。
此
訂
歩
が
利
子
で

あ
る
。

と
の
意
味
に
於
て
貸
付
利
子
は
異
左
れ
る
時
黙
聞
に
於
け
る
商
品
の
交
換
闘
係
を
表
示
す
る
。
故
に
貸
付
利
子
は
つ
ね
に
僚

格
闘
係
と
し
て
、
云
は
ピ
「
信
用
の
相
封
的
債
格
」
と
し
て
現
れ
、
絶
封
的
危
貨
幣
債
絡
と
云
ふ
形
態
を
と
ら
ね
。

と
と
ろ
で
他
面
、

資
本
を
需
要
す
る
所
以
は
資
本
の
致
す
生
産
性
、

邸
ち
利
潤
の
期
待
に
あ
る
。
静
態
に
於
で
は
、
指
来
の
消



費
財
と
現
在
の
消
費
財
と
の
債
格
闘
係
と
し
て
の
貸
付
利
子
は
、
必
然
的
に
此
資
本
の
生
産
性
叉
は
迂
同
生
産
の
限
界
生
産
力
に
一

致
す
る
舎
で
あ
る
。
此
揚
合
、
貸
付
利
子
は
自
然
的
叉
は
正
常
的
高
さ
(
ウ
4
7

ク
セ
ル
)
に
あ
り
、
あ
る
ひ
は
即
時
都

d
f即
時
出
慨
叫

均
衡
の
保
件
と
し
て
の
均
衡
利
子
の
高
さ
(
ハ
イ
エ
ク
)
に
あ
る
と
も
云
ひ
得
弘
。
け
れ
ど
も
此
事
寅
は
反
面
か
ら
見
る
と
、
資
本
の

供
給
が
節
約
さ
れ
た
手
段
の
み
に
隈
定
さ
れ
て
ゐ
る
乙
と
を
意
味
す
る
。
節
約
千
段
の
供
給
は
、
も
と
よ
り
物
理
的
に
限
定
さ
れ
て

は
ゐ
ょ
う
。

し
か
し
資
本
の
供
給
は
節
約
と
は
無
闘
係
に
増
減
し
得
る
。
何
故
な
ら
ば
、

「
貨
幣
の
(
現
質
的
又
は
潜
在
的
)
流
通
速
度

は
理
論
的
に
は
無
限
大
の
も
の
」
で
あ
る
か
ら
。

ゆ
え
に
資
本
の
供
給
は
「
需
要
に
自
働
的
に
趨
舷
し
よ
う
と
す
る
」
性
質
、
あ
る
ひ

は
寧
ろ
「
資
本
の
供
給
は
稲
川
町
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
る
」
と
い
ふ
可
能
性
を
も
っ
。
具
瞳
的
に
一
京
へ
ば
.
貸
付
利
子
は
貨
幣
及
び
信
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F

一，

干
の
相
封
的
高
さ
は
債
格
形
成
を
庁
右
し
・
従
っ
て
ま
た
再
生
産
過
程
の
進
行
を
阻
害
又
は
促
進
す
る
で
あ
ら
う
。

ウ
ィ
ッ
ク
セ
ル
の
所
謂
貨
幣
憤
俗
彩
成
の
問
題
は

以
上
の
や
う
な
形
に
於
て
景
気
理
論
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
は
云
へ
、
そ

れ
自
憶
に
於
て
は
、
貨
幣
の
購
買
力
又
は
貨
幣
の
債
値
の
決
定
が
第
一
義
的
た
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
ら
ば
彼
は
、
何
故
に
か
う
い

ふ
形
で
問
題
を
提
示
し
た
か
。
同
じ
て
共
を
見
よ
弓
3

云
ふ
ま
で
も
た
く
、
需
要
函
数
及
び
供
給
函
教
が
興
へ
ら
れ
而
し
て
財
移
動
の
自
由
が
前
挺
さ
れ
る
場
合
、
競
争
の
行
き
議
す
と

ζ

ろ
、
共
庭
に
は
必
然
的
に
均
衡
が
成
立
す
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
色
此
静
態
に
於
て
形
成
さ
れ
る
債
格
は
、
相
封
的
債
格
に
闘
す

る
も
の
で
あ
る
。
兵
器
的
た
債
格
、
卸
ち
絶
封
的
債
絡
に
つ
い
て
は
未

r何
事
も
語
る
も
の
で
は
た
い
。
相
制
的
債
格
は
本
来
、
貨

Z

A

V

ダ
ル
申
貨
幣
論
に
つ
い
て

第
四
十
凶
巻

四
四
五

f京

競

O 
ヨ1
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ミ
ウ
ダ
ル
自
貨
幣
論
に
叩
い
て

第
凶
十
四
谷

凶
四
六

λー嶋一

三者.

披

C 
ア〈

幣
償
絡
の
絶
封
的
高
さ
に
は
無
胤
係
で
あ
る
。
後
者
は
前
者
と
貨
幣
市
場
(
民
義
)
と
の
闘
係
に
於
て
定
ま
る
。
而
し
て
貨
幣
は
共
性

質
上
形
式
的
で
あ
り
、
白
勝
の
債
値
を
も
た
ぬ
交
換
手
段
で
る
ヲ
向
。
従
っ
て
貨
幣
領
特
の
形
成
の
問
題
、
卸
d
h
J

相
削
判
的
債
絡
を
絶
針

J
J
一ヲイフザカ事イヲ』ユル、
1
T
4
ト
祝
日
μ

的
傾
絡
に
換
算
す
る
た
め
に
必
要
友
不
定
係
教
を
決
定
す
る
方
程
式
を
樹
て
よ
う
と
す
る
に
は
、
ま
づ
抽
出
め
貨
幣
の
形

式
的
性
質
が
顧
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
山
口
と
と
ん
が
貨
幣
の
流
通
速
度
は
常
数

τは
た
く
未
知
数
で
あ
る
。
新
し
き
方
程
式
の
追
加
は

未
知
数

ω増
加
と
た
る
。

均
衡
は
成
立

L
得
た
い
。

的
路
軍
佐
を
一
般
均
術
の
方
枕
式
組
織
の
な
か
に
填
め
込
h
u

に
し
て

L
、
li't 
幣

3」
L

E

J

-

〉

挺

じ

b
r」
正
明
ノ
て
ハ

lh
り

何

る
d
T
J
)
日
h
m
'
q
d
f
白

:
:
l

官
官
け
と
し
て
日
枝
ー
を
ペ
川
l

-

f

'

L

J

V

レ
山
川
白
川

H

d

f
一ト，

f

j

i

l

l

h

コ

hhJb'tJK 、，
、

トし

j
〉

{
ι
L」

1
1
2巨
L
t
p
f
d
r
h
k

Hμ
トい中小一円

h
H
J
J
T
hロ
U
日
正

1
I
J
J
h
く

態
の
事
柄
で
あ
る
筈
で
あ
る
。

「
祁
到
的
債
格
の
運
動
及
び
具
均
衡
に
劉
立
す
司
令
具
現
的
な
貨
幣
債
格
の
む
動
及
び
此
ハ
ん
品
川
」
の
瑚
論
と
し
て
の

貨
幣
理
論
の
ま
こ
と
の
滋
味
で
あ
る
と
思
ふ
。
ウ
イ
ツ
ク
セ
ル
の
着
限
動
は
、
貨
幣
vF
削
腕
済
四
時
平
な
る
被
援
と

L
て
、
四
ち
単
に
受
動
的
媒
介
的
に
流

通
過
程
を
流
轄
す
る
委
と
し
て
い
、
は
な
〈
、
貸
怖
が
信
用
支
梯
手
段
の
機
能
を
税
て
、
一
定
の
聞
係
に
於
て
資
本
と
な
る
と
一
五
ふ
慰
に
あ
る
と
も
鬼
得

ょ
う
。
一
切
の
貨
幣
は
可
能
的
な
資
本
で
あ
り
、
信
用
又
は
信
用
を
輿
へ
る
こ
と
は
貨
鯨
資
本
と
し
て
白
臨
買
力
白
支
配
を
謙
る
こ
と
を
意
味
す
品
。

其
限
り
に
於
て
貨
幣
は
生
産
的
活
動
を
左
右
す
る
。
此
制
問
角
か
ら
白
展
開
は
ハ
イ
エ
ク
の
「
償
格
と
生
産
」
参
照
。

尤
も
ウ
イ
プ
ク
セ
ル
に
あ
叩
て
は
、
貨
献
市
は
草
な
る
交
換
手
段
で
あ
る
。
信
用
は
な
る
ほ

E
資
本
形
成
、
節
約
の
手
段
又
は
資
本
議
放
の
手
段
と
も

な
る
け
れ

E
も
、
彼
に
と
っ
て
は
、
信
用
が
貨
幣
の
読
通
速
度
を
促
遣
す
る
と
云
中
部
に
其
重
さ
が
あ
品
。
品
開
端
な
場
合
、
「
完
全
に
組
織
さ
れ
た
信

用
粧
消
し
に
於
て
は
、
無
限
小
の
貨
幣
が
無
限
大
の
支
梯
能
力
、

2
X
R
D
大
さ
を
も
づ
に
至
一
ι
。
此
流
通
速
度
り
弾
力
性
が
教
批
説
的
交
換
方
程
式
を

其
主
込
直
ち
に
均
街
い
担
保
式
に
と
り
へ
れ
る
と
と
を
拒
む
。

8

以
上
日
匹
、
V
A
i
y

ク
セ
ル
に
よ
っ
て
、

と
こ
ろ
が
ウ
イ
タ
ク
セ
ル
は
じ
め
新
ウ
イ
ヲ
ク
セ
ル
浜
に
於
て
は
、
「
貨
幣
債
格
の
運
動
及
び
共
均
衡
」
は
動
態
に
闘
聯
す
る
も
の
で

る
る
に
も
拘
は
ら
や
、

つ
ね
に
共
取
扱
ひ
に
あ
っ
て
は
静
態
と
の
闘
係
が
分
明
で
な
い
。
彼
等
に
あ
っ
て
は
、
貨
幣
便
絡
の
迩
動
は

一
の
均
衡
か
ら
他
の
均
衡
扶
態
へ
の
推
移
の
過
程
と
し
て
把
握
さ
れ
、
貨
幣
債
格
の
均
衡
は
大
憶
静
態
に
針
肱
す
る
と
云
ふ
理
論
構

20 11. 
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成
を
と
っ
て
ゐ
る
。

、
ゥ
ダ
ル
は
此
に
鈍
し
て

が
う
い
ふ
批
判
を
興
へ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
ハ
イ
エ
タ
等
に
於
け
る
や
う
に
、
議
論

の
出
愛
却
を
縛
態
に
採
る
の
は
、
問
窃
を
解
決
す
る
も
の
で
は
な
く
、
隠
蔽
す
る
も
の
か
。
貨
幣
債
絡
が
均
衡
に
存
る
と
云
ふ
事
は

絶
封
に
明
間
態
を
議
想
し
左
い
。
此
は
飽
く
ま
マ
動
態
の
位
旧
作
の
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
c

刑
判
一
態
に
於
け
る
均
衡
、

ア
一
れ
は
一
三
口
獲
の

矛
盾
で
は
友
い
ョ
此
均
術
の
意
味
は
一
般
均
術
と
-
ぷ
ふ
奏
で
は
た
〈
、
た
日
特
殊
友
師
以
絡
側
聞
係
の
釣
り
合
ひ
を
保
つ
奏
で
あ
る
に
過

邸
主
ノ
貨
幣
の
貨
幣
と
し
て
の
作
用
を
健
一
叫
し
得
る
欣
態
で
あ
る
。

ぎ
守
、
川
出
叫
け
の
累
積
的
運
動
を
生
ぜ
し
め
友
い
‘

uケ
λ
n
r
p
ナ
レ
マ
イ
シ

r
t

‘
カ
ノ
イ
ピ
ヂ
ウ
イ
ヒ
I
h

ー

ダ

ル

は

此

生

貨

幣

織

的

均

何

と

名

付

け

る

。

貨
幣
入
岬
的
均
衡
は

前
川
-
の
や
'
つ
に
、

動
態
に
於
け
る
特
殊
友
慣

怖
の
均
術
謝
係
で
あ
る
σ
従
三
-
此
的
協
協
係
以
外
川
他
の
棉
の
伺
絡
が
如
何
ず
つ
に
山
W
K
U
別

1

一トム
7
が
怖
は
ぬ
。
乎
ゐ
特
殊
的
関
wm洲

係
を
維
持
す
る
が
た
め
に
は
、
他
は
泊
底
的
に
援
助
す
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
か
や
う
な
均
衡
は
経
済
の
自
然
の
論
却
的
腕
結
で
は

ィ
，
、

h
L
4
ι
チ

一
定
の
操
作
を
も
っ
て
装
置
さ
れ
た
川
織
的
道
具
で
あ
る
c

た
p
k
、

と
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
、
相
射
的
慣
格
を
絶
封
的
僚
絡
に

換
算
す
る
債
格
問
早
位
が
定
め
得
ら
れ
る
。

か
く
て
ん
は
一
般
均
衡
請
に
追
加
さ
れ
う
る
貨
幣
諭
で
あ
り
得
る
。

か
う
い
ふ
の
が
ミ
ウ

ダ
ル
の
貨
幣
論
的
均
衡
、
土
-
千
一
概
怠
?
あ
L

O

J

J

℃
明
ら
か
な
や
P

つ
に
此
均
術
は
静
態
邸
泌
が
前
提
す
る
諸
の
函
数
の
一
定
の
性
梅

及
び
形
態
に
は
宅
も
束
縛
さ
れ
ろ
必
叫
の
た
い
、
は
る
か
に
自
由
な
形
態
で
あ
る
。
さ
う
で
あ
る
か
ら
其
は
ま
ち
μ
現
寅
の
債
格
形
成
の

分
析
に
も
役
立
つ
公
式
L

一
し
て
、
波
川
川
に
耐
え
る
も
の
と
な
る
ご
あ
ら
う
。
以
上
山
ぞ
う
な
ミ
ゥ
ダ
ん
の
立
場
に
封
し
て
、

ハ
イ
エ

タ
の
即
一
峨
構
成
は
さ
う
で
は
た
く
、
前
中
川
一

ω
や
う
に
、

一
梯
態
か
ら
他
の
静
態
へ
の
椎
診
の
遁
稜
を
、
換
-
一
会
同
す
れ
ば
景
気
受
動
の
過

程
を
統
一
的
に
設
明
し
よ
う
と
す
る
。
は
反
目
誌
の
問
題
は
ミ
の
ダ
ル

ω直
接
に
目
指
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
、

一
五
は
ピ
副
弐
的
で
あ
る
。

此
に
編
者
の
問
題
と
し
よ
う
と
し
た
問
団
ば
・
5
向
を
罪
、
に
す
る
。

ハ

f
エ
タ
の
児
必
帽
を
準
時
的
態
論
的
と
す
る
舗
は
皮
外
幌
す
る
と
し

ミ
ウ
ダ
、
ル
の
貨
幣
諭
に
つ
い
て

第
四
十
四
巻

筑

豊主

O 
-b 

凶
凶
七

可~Vick.;ell， Geldzin治lISW';J S. 92， ders， Vorl剖 ungenusw"， S. 224・
、¥-Vicksell，Geldzins usw.， ~. 58. 
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ミ
ウ

r
b
の
貨
幣
論
に
つ
い
て

第
四
十
四
位
甘

第
三
猿

。
丹、

四
四
八

て
も
、
理
論
の
出
妥
結
を
静
態
に
採
る
事
を
も
批
難
す
る
ミ
ゥ
ダ
ル
の
態
度
は
ハ
イ
エ
ク
に
と
っ
て
は
営
を
得
な
円
。
け
だ
し
其
左

〈
し
て
は
景
気
の
統
一
的
説
明
は
、
刷
叫
ん
耐
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
。

ミ
ゥ
ダ
ル
の
貨
幣
論
的
均
衡
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
ウ
ィ
ヴ
ク
セ
ん
に
上
っ
て
展
山
附
さ
れ
た
、
債
格
の
累
積
的
時
現
動
の

過
程
の
烏
峨
聞
を
佑
馬
し
上
う
と
忠
ふ
。
出
後
拡
に
、
貨
幣
利
翠
は
自
然
利
率
に
相
等
し
い
、
一
五
は
ピ
貨
符
利
率
は
正
常
的
高
さ
に

失
に
、

在
る
と
前
相
似
す
る
。
此
場
合
、
貨
幣
は
物
慣
に
到
し
で
中
立
で
あ
る
。

い
ま
利
子
の
聞
き
が
生

C
る
左
間
定
し
よ
う
。

洲
へ

f
ヨ
然

和
由
竿
が
白
か
ら
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。

ケ
ワ
イ
U
J

チ
ヤ
シ
セ

共
直
接
の
結
果
は
か
う
で
る
る
。
第
一
に
企
業
者
の
利
訓
問
機
舎
を
高
め
る
。
何
故
怠
れ
ば
、
貨
幣
刺
率
の
相
劃
的
低
さ
は
企
業
の

資
本
償
値
を
騰
貴
せ
し
む
る
か
ら
。
賞
際
、
資
本
債
値
は
企
業
の
純
牧
径
を
資
本
還
元
し
た
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
信
用
の
低
廉

が
短
期
か
ら
長
期
の
貸
付
に
傍
波
ず
る
に
従
ひ
、
此
領
域
の
企
業
部
ち
長
期
の
持
績
性
を
も
っ
買
物
資
本
の
償
絡
は
共
だ
け
大
と
た

る
。
企
業
者
が
こ
の
債
格
騰
貴
を
見
込
み
始
め
る
と
、
過
程
は
白
か
ら
「
槻
風
を
創
る
」
に
至
る
で
る
ら
う
。
此
利
潤
機
舎
は
よ
り

長
期
の
迂
同
生
産
を
刺
戟
す
る
。
む
し
ら
共
事
接
的
表
現
で
あ
る
。
生
産
の
迂
同
年
教
が
長
け
れ
ば
、
共
は
心
続
々
大
い
だ
ろ
う
。
今

や
企
業
者
は
、
生
産
左
直
接
の
消
費
財
生
産
か
ら
.
牧
谷
の
大
と
左
っ
た
資
本
財
生
産
へ
ム
」
生
涯
の
編
成
替
を
試
み
る
。
更
に
ま
た

各
々
の
生
産
に
於
て
も
、
よ
り
資
本
家
的
生
産
方
法
を
寅
現
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ら
う
。

け
れ
ど
も
第
三
に
、
貸
付
利
子
の
低
下
の
ゆ
え
に
、
他
商
で
は
節
約
活
動
は
減
少
し
.
従
っ
て
消
費
財
の
需
要
増
加
が
結
問
状

L
て

ゐ
る
は
づ
で
あ
る
。
一
五
ふ
ま
で
も
友
く
此
は
消
費
財
債
格
の
騰
貴
と
左
っ
て
現
れ
る
。
此
は
ま
た
企
業
者
の
利
潤
見
込
を
あ
ふ
り
志

ある。J(経桝事新講第三巻309頁〉一般物f町水準の非同質性の故に、此に代る
方程式は、 総所得は枇曾的生産物を購入すると 1ふ償絡形成方程式宅ある。
動態では、所得。節約されぎる部分は販買された消費財薮量に其f頁格水準を乗
ヒたるものに等しい、が尋問される。認に貨幣論的均街が仲立ちナ品。
G. MyrdaI， 3. a. O.S. 388. 
Ebenda， s. 387・さ g.dt"，レ四貨幣論的均衡は、華Jft~1 イ~， ~I>，セル獄vr中立」貨幣
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て
よ
う
。
而
し
て
終
来
の
生
産
の
た
め
の
梁
翻
的
態
度
を
強
化
す
る
だ
ら
弓
。
併
し
左
が
ら
、
輪
前
来
の
生
産
の
た
め
に
は
、
遊
休
L

て
ゐ
る
生
理
要
素
が
司
な
い
と
限
定
す
れ
ば
、

一
定
の
範
聞
に
於
て
生
産
要
素
は
消
賛
財
生
産
か
ら
、
資
本
財
生
産
へ
持
ち
込
ま
れ
ね

ば
左
ら
ぬ
。
こ
の
生
産
要
素
の
移
樽
は
、
共
償
凶
惜
の
騰
貴
友
〈
し
て
は
賞
現
し
難
い
。
し
か
し
企
業
者
は
特
別
の
利
潤
機
舎
の
ゆ
え

に
、
経
営
費
財
を
よ
り
ん
向
く
支
梯
ひ
得
る
事
情
に
あ
る
。
故
に
棉
貨
幣
所
得
は
増
加
す
る
。
か
く
て
ま
た
消
費
財
の
需
要
は
増
大
す

る
は
づ
で
あ
る
。
け
れ

E
も
生
産
要
素
が
消
費
財
生
産
か
ら
引
抜
か
れ
ゆ
く
限
り
、
消
費
財
生
産
物
数
茸
は
直
ち
に
増
加
し
難
い
。

-出
r
ろ
犠
牲
に
供
せ
ら
る

L
従
っ
て
消
費
財
の
債
絡
は
更
に
騰
貴
す
る
で
あ
ら
円
。

消
党
の
減
涯
は
、
ム
へ
な
る
縄
問
に
怜
て
、

「
す
べ
て
の
債
絡
騰
貴
陀
よ
っ
て
強
制
さ
れ
た

め

よ
り
資
本
交
的
な
生
直
の
た
め
の
続
く
べ
か
ら
ざ
る
前
徒
で
あ
る
」
生
任
要
一
掃
の
慣
協
の
一

首
A
7
、

臨
附
酬
に
一
一
日
』
J

，L
h
1
J
'
E
U
1
4
r
3
1白
γ
J
H
H
4
j
h
H刈
h
k
'吋
J
-
'
j
t
J
C

ρ
ゃれ

V
J
4
1
H
H
七
千
t

H

1

u
トト

μ
U
Q
d
'
H
1
4
位
三

1HE
包

L
1
'
h
U
I
‘ト
Bahu--v寸
n
s
v訓一

4
M
1
干
』

J
L
F
T
t
uい
〈

l
u
d
J
H
U
2
U
本
よ
ι

¥
-
L
寸
が
叫

1
t
-
J
ル

b
f
r
r
p
山
尚
一
一
、
川

u
u
h
1
P
L
〉

d
Y
4
1
J
φ

λ
ド

d
-
d
g
ゆ
旬
!
七
寸

d
l
y
L
N副
司
柿
館
山
口
令

'
J
r
v
f
L
J
t
J〈

1・

て
寅
物
資
本
の
資
本
債
値
は
、
今
ひ
と
た
び
上
昇
す
る
企
業
者
は
亦
貸
物
資
本
形
成
へ
の
刺
戟
を
受
け
る
。
か
や
ろ
に
し
て
自
然
利

グ
ム
一
Y
テ
イ
フ

卒
が
貨
幣
利
率
以
上
に
保
た
れ
る
限
り
、
如
上
の
過
程
は
依
然
と
し
て
繰
返
へ
さ
れ
る
。
累
積
的
と
い
は
れ
る
所
以
で
あ
る
。
反
叫
剖

の
場
合
、
即
ち
貨
幣
利
牽
が
相
削
則
的
に
高
き
に
あ
る
限
り
・
過
程
は
累
積
的
K
下
向
へ
の
途
を
辿
る
で
あ
ら
う
。

四

銭
惑
を
簡
明
に
す
る
た
め
に
、
以
下
問
題
の
提
出
と
其
澄
明
と
云
ふ
方
法
に
従
は
う
と
思
ふ
c

ま
づ
用
語
を
定
義
す
る
。

自
然
利
率
は
企
業
者
に
錬
っ
て
計
書
さ
れ
た
投
資
の
見
込
牧
谷
卒
を
意
味
し
、
貨
幣
利
恭
一
・
は
貸
付
利
率
父
は
市
場
利
率
一
般
を
表
示

し
、
而
し
て
正
常
利
率
は
自
然
利
率
に
相
等
し
き
貨
幣
利
率
で
あ
る
と
す
る
。

問
題
。

「
貨
幣
利
率
が
正
常
的
な
る
と
き
、
資
本
の
供
給
は
節
約
さ
れ
た
手
段
の
線
量
に
等
し
い
c
」

ミ
ワ
ダ
ル
白
貨
幣
諭
に
つ
い
て

第
四
十
四
巻

O 
ju 

四
四
九

第

鏡

Zum 
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ミ
り
ダ
ル
の
貨
幣
論
に
づ
い
て

第
四
十
四
巻

四
十

1
0

主声

量主

O 

換
言
し
よ
ろ
。

正
常
利
卒
は
新
に
供
給
せ
ら
れ
る
資
本
(
白
的
資
本
)
が
節
約
に
よ
っ
て
の
み
供
給
せ
ら
れ
る
揚
台
、
此
と
企
業
者

の
需
要
と
が
一
致
す
る
と
こ
ん
の
貸
付
利
率
で
あ
る
。
簡
暗
に
は
府
議
と
投
資
し
ど
一
が
相
等
し
き
揚
合
の
利
水
で
あ
る
。
此
間
活
は
-

個
の
命
題
と
も
者
倣
さ
れ
符
ょ
う
。

ウ
ィ
ッ
ク
セ
A

に
あ
っ
て
は
、

も
と
よ
り
自
然
的
と
正
常
的
と
は
同
義
、
あ
る
。

柏

戸

ん

は

F
立
〉
枇
川
、
川
一
-
バ
正
し
く

ι卜
+
刀

ν
，み
μわ
る
申
出

γ
1
;
7

設
す
る
と
き
、

「
貸
付
資
本
の
需
要
と
節
約
せ
ら
れ
た

co 

利
41hbr
は
正
常
的
又
は
自
然
的
(
担
物
的
)
利
子
で
あ
る
だ
ら
う
一
等
々
。
γ

叩
し
て
新
内
;

ク

k

b
昨
山
「
て
八
‘
一

JJ

J
t
t
I
-
i
 
J
J
t
J
1
h
rよ
り
ミ
-
-

J

」
l

J

i

l

い
宇
l
h
p
l
仁
L
b
v
h
H
4
市
!
片
品
?
し
一

l

i

h

H

2

↑H
h
パ
ホ
臼
仰
向
辺

ι

f

J

[

、

ー

L
j
f
}
1
C
1

;

j

i

-

-

J

 

U

B

C

 

2
h
/
、

村
山
れ
と

h

ヶ

f-11い
4
1
t
r

i
-
-
f
F
1
-

t
J
 

I
)
4〆ぃ、
JJ

1
τ
 

誌
で
は
、
自
然
利
子
主
ー
資
本

ω生
年
に
於
け
る
貨
物
収
経
」
の
た
め
に
留
保
し
‘

正
常
的
と
い
ふ
限
定
一
副
は
、

此
を
貸
付
利
率
の
み

に
附
せ
ら
る
べ
き
'
と
す
る
。
附
者
は
似
一
紘
山
形
成
の
領
域
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

-
X
ふ
ま
で
も
た
く
ウ

C
ク
セ
凡
の
自
然
利

f
は
均
術
ま
た
は
訴
態
に
於
け
る
利
子
で
あ
る
。
「
共
は
貯
蓄
せ
ら
れ
た
土
地
及
び
持

働
用
役
の
飴
利
生
月
力
」
、
卸
ち
資
本
の
限
界
生
産
力
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、

8
 

山
利
子
」
を
も
意
味
し
う
る
G

貨
物
資
本
が
現
物
の
ま
t
A

で
貸
付
け
ら
れ
る
揚
合

ハ
イ
ヱ
ク
は
此
を
均
衡
欣
態
に
於
け
る
概
念
的
・
v
ん
は
偲
想
的
友
利
来
で
、
札
ベ
が
現
賞
に
は
ど
れ
た
け

の
も
の
か
は
確
定
し
難
い
と
す
る
。

と
ら
こ
が
ミ
ゥ
タ
ル
に
る
っ
て
は
、

ハ
イ
ヱ
ク
の
概
念
的
な
均
術
利
子
を
が
一

τ一
つ
三
は
な
い
。

動
の
世
界
に
於
で
見
紘
め
よ
う
と
寸
る
ョ
だ
か
ら
自
然
利
率
を
軍
に
牧
経
卒
と
定
義
し
、
此
に
紘
一
Y
L
き
ゃ
う
左
貨
幣
利
率
が
投
資
と

貯
蓄
と
の
均
衡
の
表
現
で
あ
る
と
云
ふ
事
を
論
談
し
よ
う
と
す
る
。
私
は
川
山
ふ
‘
問
磁
の
出
方
は
附
者
に
於
て
互
に
反
釘
で
あ
る
3

ハ
イ
ヱ
ク
に
る
っ
て
は
、
均
術
利
子
は
任
窓
の
血
(
教
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
自
愛
教
と
し
て
作
用
す
る
。

ら
ダ
ル
で
は
‘

ニ
「
リ

H
d
r
h
z↑
 

7
は
こ
れ
か
ら
解
か
る
べ
き
未
知
の
数
?
あ
る
。
此
は
附
者
の
一
課
題
の
相
異
か
ら
来
る
常
然
の
腸
結
に
他
友
ら
む
。

O. K"p. Il-III H. u. ff. Vgl. G. Myrd.:tl~ a. a. O. S. J80 u. fr. I-I，，，.，~ e-k，乱乱
K. Wicksell~ Vor1esung:en nsw.， S. 14・
Ebend，ち S'220. 17) Ebenda， S. 4 
lJerselbe， Geldzins usw.， S. V n. 93・
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問
題
又
は
命
題
の
設
明
を
二
段

K
分
つ
、
割
ち
二
の
債
格
形
成
の
領
域
、
生
産
過
程
及
び
資
本
市
場
(
庚
義
)
と
の
夫
々
の
闘
係
に

沿
け
る
貨
幣
利
子
に
つ
い
て
、

ま
づ
前
者
に
於
て
貨
幣
利
率
が
自
然
利
率
(
牧
従
卒
)
に
等
し
き
一
場
合
、
資
本
市
場
に
於
け
る
貨
幣
利

市
平
は
、
節
約
手
段
に
封
ず
る
符
供
の
均
衡
を
維
持
す
る
高
さ
に
あ
る
と
一
五
ふ
道
行
を
取
る
。

五

論
設
第
一
段
。

ま
づ
貸
物
資
本
の
牧
谷
率
に
つ
い
て
。
抜
に
政
徒
と
は
買
物
資
本
か
ら
生
み
附
さ
れ
る
所
得
、

又
は
企
業

。
経
営
費
以
上
の
貨
幣
所
得
、

一
五
は
ピ
倍
賞
徐
刺
の
意
で
あ
る
。
而
し
て
牧
従
卒
は
比
貨
物
資
本
の
資
本
債
値
を
も
っ
て
、
比
縄
牧

、
E
E
L
-
ハ
J

己
'
J

〉

〉

市

川

う

μ

。

'
h
r
vい
『

L
T
J
J、
f
t
u
-
-
f
G
Y

を
と
ら
じ
ザ
孔
仰
向
本

η
骨
川
本
町
値
土
刊

-
巴
;
:
日

1
1
1
1
i

山
間
約
を
血
中
げ
う
る
も
の
と
偲
定
す
れ
ば
‘

日
ハ
が
ポ
久
的
介
s
H
N
U
ψ

世
た
も
ち
収
納
的
に
同

〉
女
王
法

j

d
，』

'
f
f
q
'
J
f
L

八
純
牧
谷
寺
一
貨
幣
利
子
で
も
っ
て
還
元
し
た
る
大
さ
に
あ
る
筈
で
あ
る
。

従
っ
て
牧
谷
奈

と
貨
幣
利
率
と
を
一
致
せ
し
む
る
や
う
に

A
算
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
該
引
い
‘
本
は
永
続
的
に
同
一
の
牧
径
を
生
む
も
の
と
し
て
、
郎
ち

企
業
の
財
産
慣
値
は
不
療
に
維
持
さ
れ
る
も
の
と
毎
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
、
貨
物
資
本
の
一
定
の
例
値
受
動
は
規
則

的
に
見
込
ま
れ
、
共
憤
値
鑓
動
額
は
純
牧
益
を
汁
算
す
る
前
に
、
強
め
岨
岬
牧
山
仕
え
は
費

k
綿
傾
か
ら
経
管
質
問
と
と
も
に
建
叶
か
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
ゃ
う
左
計
算
で
は
骨
同
然
に
、
資
本
の
資
本
領
値
は
比
バ
純
牧
絡
を
貨
幣
利
子
に
て
還
厄
し
た
舗
に
等
し
く
、
比
バ
牧
山
佐

本
は
貨
幣
利
率
に
相
等
し
き
こ
と
軍
一
議
反
覆
以
上
の
も
の
で
は
友
い
。
各
企
業
主
円
は
弘
冒
と
上
り
見
込
に
て
行
動
す
る
。
か
〈
て
一
粧

吃

枠
制
聞
に
於
け
る
各
企
業
の
牧
谷
は
突
の
や
う
に
計
算
さ
れ
る
正
賞
期
間
内
に
賓
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う
油
価
牧
谷
の
見
込
の
割
引
か
れ

た
嶋
崎
額

(
7
二

を
減
ビ
て
、
更
に
此
期

か
ら
、
此
期
間
中
の
経
替
に
要
す
る
で
あ
ら
う
線
費
用
の
見
込
の
割
引
か
れ
た
綿
傾

口
、

間
内
に
企
業
者
の
見
込
に
上
る
一
切
の
縫
動
に
基
い
て
現
ば
れ
る
で
あ
ら
う
資
本
償
値
の
受
動
制

l
l寅
物
資
本
の
偵
値
の
現
在
尚

、
ゥ
ダ
ル
の
貨
幣
諭
に
つ
い
て

!!_LJ 

プL

1十ふ

旋

第
四
十
問
答
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ミ
ウ
ダ
ル

O
貨
幣
論
に
つ
い
て

第
四
十
凶
容

凶

五

第

量量

と
期
末
の
償
値
と
の
差
額

l
lの
見
込
の
割
引
か
れ
た
総
額
(
さ
を
減
じ
る
。

こ
れ
を
表
示
す
る
と
下
の
如
く
で
あ
る
。

吊、

l
一)、

l
宮
、
+
与
、
)

。
、
は
純
牧
径
で
あ
る
。
此
を
計
算
の
時
に
於
け
る
資
本
債
値
口
、
-
で
除
す
る
と
、
牧
谷
卒
が
得
ら

る
。
此
は
貨
幣
利
率
2
等
し
い
筈
で
る
る
。

今
主
で
は
見
込
D
計
算
に
閲
し
て
ゐ
た
。
け
れ

r
t見
込
は
つ
ね
に
布
一
確
で
は
な
い
に
こ
れ
は
ま
さ
し
〈
勤
惑
の
標
識
で
あ
る
。
故
に
見
込
計
算
恥

ゲ
ウ
イ
ン
フ
ェ
ア
ル
ス
ト

ら
の
偏
佐
官
と
し
て
、
利
得
又
は
四
割
央
が
別
本
の
簿
記
計
算
に
結
果
ナ
る
。
此
に
は
三
の
形
態
が
あ
る
。

其
一
、
四
有
心
資
本
利
得
丸
ほ
慣
欠
。
此
は
期
末
に
児
込
諮
り
の
牧
谷
及
ぴ
費
用
が
貨
現
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
と
は
無
胸
係
に
、
企
業
者
。
更

三
次
口
明
唱
に
於
け
る
将
来

m
k線
、
費
用
及
川
日
利
子
市
に
闘
す
る
橡
想
が
様
化
し
、
前
肢
に
現
再
資
本
の
償
植
が
舷
蕗
す
る
場
合
に
生
じ
品
。
に
の

崎
は
見
込
計
算
と
簿
記
計
算
と
に
偏
差
は
無
い
。
次
mu

期
間
の
動
向
を
一
軍
す
だ
け
で
、
首
期
の
所
得
又
は
賞
用
に
は
閥
係
が
虹
…
ぃ
r
o

其
二
、
収
袋
及
び

費
用
利
得
又
は
損
失
。
此
は
企
業
者
が
官
初
に
見
込
む
だ
牧
盆
及
び
焚
刑
が
、
満
期
に
積
品
開
的
文
は
市
品
開
的
な
偏
差
を
簿
記
計
算
に
一
市
ナ
場
合
で
あ

る
。
此
は
所
得
又
は
費
用
項
目
と
し
て
説
期
に
計
上
さ
れ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
意
外
の
利
潤
は
大
鰐
こ
れ
に
劉
臆
す
る
。
其
三
、
投
資
剥
符
又
は
顎
失
ロ

此
は
新
し
〈
計
議
さ
れ
た
貨
物
投
資
が
、
純
血
官
完
成
の
暁
に
於
て
、
其
生
産
究
よ
り
も
大
又
は
小
な
る
資
本
限
値
を
貸
現
す
る
場
合
で
る
る
。
こ
の
設

費
利
符
の
見
込
は
、
後
遺
の
中
う
に
累
積
的
過
程
の
起
動
と
な
る
。

併
し
訟
が
ら
、
所
謂
自
然
利
子
ム
」
貨
幣
利
子
と
の
闘
係
が
問
題
と
た
る
の
は
、
虹
叫
に
束
縛
さ
れ
た
賓
物
資
本
の
縦
持
に
関
係
す
る

の
で
は
な
い
。
問
題
は
「
新
し
き
資
本
、
印
ち
運
動
し
っ
、
あ
る
自
由
な
束
縛
さ
れ
ざ
る
形
態
に
於
け
る
資
恥
」
で
あ
り
、
此
資
本

の
需
要
は
主
と
し
て

「
資
本
の
致
ず
用
役
の
期
望
」
か
ら
起
る
。
剖
ち
共
は
投
資
に
関
聯
し
た
も
の
で
る
る
。
共
故
に
現
存
の
貸
物

資
本
の
枚
目
金
率
で
は
な
く
、
新
に
計
書
さ
れ
た
貨
物
投
資
の
見
込
牧
経
卒
が
問
題
で
る
る
筈
で
あ
る
。

乙
の
投
資
の
牧
経
卒
は
、
共

見
込
の
純
牧
釜
と
、
其
生
産
費
と
の
分
数
と
し
て
定
義
し
得
ら
れ
よ
う
。
此
牧
益
率
は
投
資
利
得
の
抽
出
想
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

る
。
何
故
な
ら
ば
、
見
込
ま
れ
た
投
資
利
得
は
見
込
の
純
牧
益
と
貨
幣
利
子
と
の
差
の
資
本
化
さ
れ
た
大
さ
で
あ
る
か
ら
で
あ
b
o

脚
註
に
示
す
理
由
に
よ
っ
て
J

計
書
さ
れ
た
貨
物
投
資
の
牧
益
率
を
次
の
や
う
に
計
算
す
る
。
貨
物
投
資
の
見
込
の
純
牧
谷
及
び

Ebenda， S. 397-398， 427-43'・此寄与;O?酷ならびに 4般に見込D不確さに蜘聯せ
しめられた動態心取扱び方については、さウダルの基本理i識の大控白桓概を惇
」、るものにBr.inleyThom:1s~ “ Monetary Policy a.nd. Cl~i!;:es7 A Study of Swedish 
Experience "， Cbaptec 111.があ岳o
K. Wicksell， Vorlesungen usw.， S. 219・
G. Myrdal， ~. :1. O. S. 400・'401
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北
ハ
生
産
費
の
代
り
に
、
現
存
の
賓
物
資
本
の
純
牧
径
及
び
共
再
生
産
費
を
置
く
。
し
た
が
っ
て
新
に
計
書
さ
れ
た
投
資
の
牧
谷
卒
(
六
会
)

と
比
パ
丙
生
産
費
(
『

J
J一
の
聞
係
で
表
示
さ
れ
る
と
と

L
2。
印
ち
、
】
、

olihJ

而
し
て
各
企
業
に
と
っ
て
は
、
。
、

1
7、
l
(
コ
ペ
+
そ
)
の
閥
係
が
る
る
。
此
を
総
計
す
れ
ば
、
岡
民
経
済
の
線
企
業
者
の
所
得
を

は
、
現
存
の
資
本
の
純
牧
盆
(
え
)

う
る
。
此
を
母
宇
を
も
っ
て
表
現
す
る
ω

L
門
③

H
M
C
|
(し
円

Z
十
レ
吋
L

)

a

A

ア
同

H
E
l
(
ヨ
+
』
)
)

ウ
イ
ア
ク
セ
ル
に
憐
れ
は
、

均
衡
に
あ
っ
て
は
す
べ
て
の
企
業
に
於
け
る
自
然
利
率
は
同
一
で
あ
る
。

而
し
て
貨
幣
利
子
(
こ
は

自
然
利
子
に
等
し
い
。

此
に
凝
へ
て

t
法
の
記
叩
況
を
営
て
境
め
る
と
火
の
も
の
を
得
る
3

Z
!
i
、g
h『
唱

『

，

z

f
l

』、

τ
t
J「
h

、、

3
1
1
J
F
 

11 

11 

同 l出

「ー

-
〉

4
F
ヨュ
h

M

』

C
T
r
一

4
4
3
ヨ
4瓜
吋

川

川

市

グ

(
一
一
/
一
一
一
一

3
.
2
5
ま
ど
ウ
イ
y

グ
ゼ
川
町
、
)
市
I

一
つ
に
市
抱
一
ど
市
祝
日

r
hと
l

一正

f
1
3

1

6

J

-

J

I
守

i
i
L
J
i
l
-
-
;
i
-
-
-
'
!
t
i
i
l

も
itf 
fhf 
I'I'~I 

荒川

rρ
知
J

・1
L

，

f
t
tト
I
ノ

地
か
ら
は
依
然
と
し
て
概
念
的
で
あ
る
。
第
一
に
、
貨
幣
利
率
は
種
々
な
信
用
諸
僚
件
の
抽
象
的
表
示
で
あ
り
、
現
買
に
は
統
一
的

の
高
さ
に
友
い
。
第
二
、
自
然
利
率
も
各
企
業
に
於
て
夫
々
異
一
な
る
は
づ
で
あ
る
。
而
も
此
は
見
込
計
算
に
基
く
が
故
に
把
握
し
難

ぃ
。
其
慮
で

(J) 

=閥
11 1系
ヘi。を
....1 :::書

w き
改
め
る

四

川

川

】

3

ま
づ
定
義
に
よ
っ
て
、

】、、、

山、、、
l
l
r

目

E

l

i

-

-

.
円
、
、
、
w

11 

_~ 1" 

で
あ
る
。
共
故
に
即
と
デ
と
の
閥
係
は
、
コ
と

P

と
の
闘
派
に
錬
っ
て
置
き
換
へ
得
る
。

一、、、

l
命
、
円
、

ヨ

コ

印
ち
賓
物
資
本
の
資
本
債
値
と
共
存

Z
印

JJ
・

口
同
4
F
4
F
J

生
産
費
と
の
一
致
で
あ
る
。
尖
の
方
程
式
に
示
さ
れ
る
。

円】
f
t
『

-
H
H
C

3

1

3
件

C

で
あ
る
と
き
共
差
は
投
資
利
得
を
表
示
す
る
。
此
を
子
、
と
置
き
、

一

般

的

に

牧

谷

差

と

呼

ぶ

。

個

々

ミ
ウ
ダ
ル
の
貨
幣
論
に
つ
い
て

第
四
十
四
巻

四
五
三

第

銃

一
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ミ
ウ
ダ
ル
の
貨
幣
論
に
つ
い
て

第
四
十
四
巻

四
五
四

第

競

阿

の
企
業
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
此
聞
係
を
総
括
す
る
。
(
各
企
業
の
牧
盆
差
に
封
す
る
投
資
反
舷
の
弾
力
性
を
考
慮
に
入
れ
て
0
)

然

か
ら
ば
、
心

H
H
4
¥
J
さ
を
得
る
。
か
く
て
自
然
利
傘
と
貨
幣
利
率
と
が
相
等
し
い
と
云
ふ
闘
係
は
、
ミ
ウ
ダ
ん
に
於
て
は
O
U

。

郎
ち
貨
物
投
資
の
資
本
僚
値
と
共
生
産
費
の
一
致
で
る
る
。

第
二
段
。

資
本
市
援
に
於
け
る
問
題
は
、

の
関
係
が
賓
現
さ
れ
る
と
き
、
貯
蓄
千
段
に
劃
す
る
需
供
が
必
然
に
均
街

(
ω
H
C
 

ず
る
こ
と
、

生
産
過
程
の
共
と
同
十
事
象
を
異
た
れ
る
領
域
に
て
見
た
も
の
に

更
に
進
み
て
は
資
本
揚
に
於
け
る
均
衡
闘
係
は
、

出

J

d

n

h

1

、

F
也

ti--叩
》
一
占
コ
、
J
O

し
L
量
一
〉
戸
一
色
1
二
〉
刊
日
百
U

F

F

L

L

j

、F
O

小川沿
F
d
k
t
Lぺ
在
市
町
j

J巾ド
J
U
4
u
f
k
ト
ト
才
一
一

V
収
レ
川
正
昨
日

-
u
N
J
勺

四

第
一
例
。
乙
日
。

と
云
ふ
前
提
か
ら
出
張
す
る
。

邸
ち
貨
幣
論
的
均
衡
が
支
配
的
で
あ
る
と
し
よ
ろ
。

7

、
可
立
f
J
R
4
ミ
・
フ

っ

イ
/

6
王，
H
，刀巳

企
業
者
は
貫
物
資
本
の
賄
来
の
牧
谷
に
釘
し
て
紫
観
的
態
度
を
と
る
が
、
同
時
に
貨
幣
利
子
は
慈
滞
た
く
自
然
利
子
に
剥
癒
し
て
上

昇
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
従
っ
て
資
本
債
値
は
不
愛
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
資
本
の
純
牧
相
続
の
絶
叫
制
額
は
高
ま
る
は
づ
で
あ
る
。
何

故
宏
れ
ば
、
賓
物
資
本
の
債
値
減
少
傾
は
小
と
友
り
、
共
た
け
費
用
項
目
は
減
少
し
、
債
値
増
加
瀬
仕
大
と
な
り
.
共
だ
け
所
得
項
目

拍

は
増
大
す
る
か
ら
d

従
っ
て
所
得
は
共
に
際
じ
て
増
大
す
る
。
消
費
財
購
入
に
振
向
け
る
部
分
は
、
そ
れ
に
も
拘
ら
A
Y
不
仙
波
と
椴
定

す
る
。
故
に
節
約
は
そ
れ
だ
け
増
し
た
と
と
、
在
る
。

と
の
揚
合
、
消
費
財
債
格
に
鋭
化
及
〈
、
亦
資
本
債
値
は
不
艇
で
る
る
か
ら
資
本
利
得
も
生
じ
な
い
。
だ
か
ら
増
加
し
た
飴
剰
貯

蓄
の
行
く
べ
き
と
と
る
は
一
つ
し
か
な
い
筈
で
あ
る
。
此
は
時
前
来
の
牧
盆
増
加
の
見
込
の
前
後
の
間
の
資
木
僚
値
愛
動
額
の
差
を
担

め
合
す
べ
く
投
資
さ
れ
る
。
即
ち
俄
値
増
加
瀬
の
増
大
、
債
値
減
少
額
の
減
退
に
於
て
投
下
さ
れ
る
の
他
は
た
い
。
共
敢
に
此
現
存

質
物
資
本
の
償
値
猿
動
板
を
、
賓
物
投
資
と
等
置
し
う
る
と
宥
倣
せ
ば
、
貯
蓄
手
段
に
封
す
る
需
要
と
し
て
の
投
資
は
、
貨
物
投
資

1日benda，S. 403， 404， 407 ll. 正
Ebend3， s. 43I. 29) Ebenda， S. 4"-4r:ら 4I4-~.I5 u. 4I8 
債値減少額が小となる玉県出は、第ーに換視的な見込に混とき、第二に利子の勝賞
に基〈。後者については減債基金に劉する扮込を聯想されたい。なlま所得宿曲目
はかうも説明される、 fWち不事警の資本債値に3討するより l'苛き利子。
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の
線
舗
に
現
存
資
本
の
慣
値
師
変
動
額
を
加
算
し
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
と
の
関
係
を
表
示
し
上
う
。

国叫齢

H
慈
踊
雲
海
域
+
宣
言
時
T
T
f
t
=
l

意
書
菜
市
T
H
一
足
言
完
成

藩
測
さ
洋
服
リ
潟
市
明
+
-
唱
団
喬
一
為
市
T

l
宣言一
h
K
4
吉一

H
E
}一
三
円
詩
吟
「
お
加
削
減
サ

か
く
し
て
貨
幣
利
子
は
正
常
的
高
さ
を
紺
持
し
得
る
た
め
に
は
、
線
貫
物
投
資
は
自
由
資
本
総
微
に
等
し
か
ら
ね
ば
ψ

な
ら
泊
。
而

し
て
見
込
の
受
動
あ
る
に
も
拘
は
ら
や
.
今
均
衡
が
湖
さ
れ
た
の
は
自
由
に
底
分
し
得
る
資
本
に
於
て
、
自
愛
的
節
約
は
増
加
し
た

が
、
?
で
れ
に
叫
割
腹
し
て
「
償
値
減
少
一
マ
イ
ナ
ス
憤
値
榊
加
し
が
減
少
し
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
例
。
前
例
と
同
じ
前
提
の
も
止
で
、
企
業
者
は
同
様
に
勝
来
の
牧
盆
に
闘
し
て
紫
観
的
態
度
を
抱
く
が
、
此
場
合
貨
幣
利
子

は
総
化
し
と
い
と
院

tur33
従
つ
士
子
一
伝
川
出
値
は
貨
幣
刈
千
の
相
対
的
低
下
の
ゆ
乙
に
附
明
日
比
し
、

ι
1
1
F
〉
ー
;
土
台
1

、
-
、
J
F
o
r
-
r
、

仲

川

引

r
J
u
r
-
-
H
I
J
J
i
J
9
7
q
'
r
r
f
H

左
ら
楽
観
的
見
込
の
ゆ
え
に
倒
備
増
加
傾
は
犬
山
減
少
額
は
小
と
友
る
か
ら
で
あ
る
。
(
よ
り
高
き
資
本
債
値
に
劃
す
る
同
一
の
利
子
卒
。
)

而
も
消
費
財
購
入
に
振
向
け
ら
る
L
部
分
は
稜
化
な
し
と
仮
定
す
る
。
そ
れ
だ
け
貯
蓄
は
増
大
す
る
。
け
れ
ど
も
蕊
で
は
‘
資
本
債

値
は
騰
貴
し
、
周
有
の
資
本
利
得
が
結
果
す
る
。
こ
れ
は
所
得
及
び
貯
蓄
、
従
っ
て
自
由
に
庭
分
し
う
る
資
本
を
一
不
す
も
の
で
は
な

〈
、
既
に
束
縛
さ
れ
て
ゐ
る
賓
物
資
本
の
皐
た
る
償
値
勝
賞
で
あ
る
に
過
ぎ
た
い
。
方
程
式
の
右
設
、
自
由
資
本
の
大
さ
は
不
竣
で

あ
る
。
何
故
と
云
ふ
に
、
貯
蓄
の
増
加
は
慣
値
減
少
額
の
減
退
、
慎
値
増
加
額
の
増
大
に
来
く
も
の
で
あ
る
か
ら
。
け
れ
ど
も
左
澄

に
は
、
線
賓
物
投
資
に
閲
し
て
資
本
利
得
、
郎
ち
積
極
的
な
牧
接
差
が
存
す
る
。
均
衡
は
撹
乱
さ
れ
ざ
る
を
得
ね
。
投
資
の
増
加
は

銀
行
に
よ
る
信
用
創
迭
に
よ
っ
て
賄
は
れ
る
。
累
積
的
な
上
向
運
動
は
始
ま
る
。
所
得
増
加
分
の
一
部
が
最
初
か
ら
消
突
に
支
出
さ

れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
其
は
も
と
よ
り
此
上
向
過
程
を
促
進
す
る
で
あ
ら
う
。

ミ
ウ
ダ
ル
の
貨
幣
諭
に
つ
い
て

四
五
五

第
四
十
四
巻

第

競

五
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ミ
ウ
グ
ル
の
貨
幣
論
に
つ
い
て

第
三
凧
。
同
じ
前
提
の
も
と
で
貨
幣
利
子
が
低
下
す
る
と
仮
定
す
る
。
然
ら
は
均
衡
は
決
定
的
に
見
棄
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
印
9
h
J

第
四
十
四
巻

凶
五
六

f干5

競

/， 

一
方
で
は
共
直
接
の
作
閉
止
し
て
現
存
資
本
の
資
本
倒
航
は
騰
貴
し
・
積
税
的
一
泊
牧
谷
差
が
成
立
す
る
。
他
方
で
は
利
子
の
低
下
の

ゆ
え
に
、
資
本
の
債
値
減
少
傾
は
増
大
し
償
備
増
加
額
が
減
退
し
、
共
に
封
癒
し
て
(
消
突
が
一
定
と
す
れ
ば
)
所
得
従
っ
て
貯
蓄
は
減

少
す
る
。
か
く
て
自
由
資
本
の
総
計
は
一
小
新
一
で
る
る
。
今
や
裟
杭
的
た
上
向
過
程
は
始
ま
ざ
る
を
得
ね
。

策
閣
例
。
司
じ
前
提
の
も
と
ゼ
節
約
活
動
が
噌
加
し
た
と
限
定
す
る
。
白
山
資
本
は
そ
れ
だ
け
府
大
「
ら
。
し
か
し
投
資
に
針
寸

ー

;

l一、

l

z
u
v
引
川
沖
川
河
P4ρ

作
札
、
、
‘
つ
什
L
h
r
o
g

d
p
f
l
I
J
'
l
i
h
 
:U'I 
11/1: 
L立
主li
iliL 

ー
:
一
月
日

r町
;
ー
川
l

H

L

J

ぃlhyrγ
つ

:
fー
、
十

-
a
f
-
-叫
:

H
r
h
U
ψ
m一μv
が

lE
仁

-A4白日
t
u
U古川

142汁

aMワ
青
山
!

4
i
i
、
，
h
:
t
i
t
-
-
}

』
仁
医
者
k
u
z
u神
作
作
広

か
く
て
消
極
的
た
収
録
差
が
護
生
す
る
。
累
積
的
左
下
向
の
過
程
が
生
じ
る
。

カ
ザ
《
イ
ス
ヂ
イ
シ
豆

以
上
の
資
本
市
場
に
闘
す
る
例
題
の
、
云
は

r
是
非
判
断
法
的
た
分
析
を
経
て
、

下
落
を
仲
ひ
、

い
ま
や
誇
明
の
結
内
酬
を
輿
ふ
べ
き
位
置
に
在

る
。
問
題
は
か
う
で
あ
る
。
疋
常
利
率
は
資
本
市
場
の
均
術
を
紘
持
す
る
に
必
嬰
且
つ
充
分
な
保
件
で
あ
る
と
。
問
問
阜
化
の
た
め
に

川

若
干
の
代
数
的
記
披
を
用
ひ
る
。
左
の
如
く
で
あ
る
。

所
得
(
資
本
所
得
を
以
て
練
困
民
所
符
総
計
を
表
は
す
。
)

企
業
の
穂
牧
径
又
は
糠
貰
ト
ι

仙。

貯
蓄
。

消
費
財
販
買
に
於
け
る
企
業
者
の
線
牧
谷
。

消
費
者
の
消
費
則
へ
の
融
支
出
。

企
業
者
の
穂
終
響
曲
目
用
。

現
存
貨
物
資
本
の
償
値
減
少
マ
イ
ナ
ス
佑
侃
嶋
加
、
印
ち
偵
加
問
時
世
到
獄
。

現
存
貨
物
資
本
の
資
本
倒
依
M
O
M

常
期
間
中
に
建
設
さ
る
べ
〈
決
定
さ
れ
た
貨
物
資
本
の
資
本
債
値
(
建
設
期
間
は
抗
期
間
に
一
致
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
)
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Q R， 
じ
り
生
産
費
用
総
額
。

牧
徒
全
日
。

H
p
z
z
a

V 

自
由
に
底
分
し
得
る
資
本
。

此
等
の
記
競
に
よ
っ
て
次
弔
問
聞
係
が
一
軍
さ
れ
る
。

∞
H
}円
|

同

=

:
:
(
同
)

〈

H
目
前

+
c
i
-
-
j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
:
:
(
日

)

甲
山
リ
ロ
(
三
+
同
)
)
・

-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
λ
ω
)

出

玄

H
}寸
十
円
〕

U
j
i
j
i
-
:
:
:
:
(
中

)

~<1 

11 

c'J1: 

方
程
式
第
四
に
つ
い
て
。
生
産
が
一
連
鎖
に
た
る
と
考
へ
、
而
し
て
各
段
階
白
企
業
者
の
償
格
に
到
す
る
評
慣
が
阿
一
だ
と
、
仮
定
し
う
る
と
夫
。

宇
う
に
言
ひ
得
る
。
一
企
業
者
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
た

E
、
は
其
前
段
階
の
企
業
者
(
労
働
者
、
地
主
等
を
も
含
め
て
)
に
と
っ
て
は
て
、
と
し
て
受
領

さ
れ
る
。
か
〈
て

M
C
り
な
か
に
は
、
ひ
と
た
び

E
と
し
て
支
出
さ
れ
た
線
て
を
合
む
。
故
に
「
の
純
計
の
う
ち
、
附
一
財
に
闘
す
る
自
は
扶
税

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
の
岡
式
的
闘
係
に
於
て
次
の
如
く
第
六
の
保
件
が
賓
現
し
、
更
に
共
が
第
七
の
や
う
に
書
き
改
め
得
る
と
俄
定
す
る
。

心
目
。
:
・

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
(
罰

)

c
e
H
m
a
 

:

・

(

叶

)

然
か
ら
ば
.
(

印

)

(
串
)

及
ぴ
(

印

)

か
ら
、
】
川
崎

H
H口
+
]
}
|
関
ヨ

(
同
)
か
ら
、
河
川
口
H

∞
+
ロ

ミ
ウ
ダ
ル
の
貨
幣
論
に
つ
い
て

第
四
十
四
巻

四
五
七
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続
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ミ
ウ
ダ
ル
の
貨
幣
諭
に
つ
い
て

第
四
十
四
巻

第

競

i¥. 

四
五
八

(
凶
)
か
ら
、
何
時
H

リ
〈

-

(

卸

)

第
六
の
方
程
式
が
寅
現
さ
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
第
八
の
方
程
式
も
ま
た
賓
現
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
第
八
は
、
自
向
資
本
と
線
資

物
投
資
と
の
均
衡
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。

ο
N
。
で
あ
れ
ば
ま
た

P
N
F
で
あ
り
、
均
衡
の
飲
如
を
一
不
す
。
占
一
畑
詮
終
@

ミ
ウ
ダ
ル
の
貨
幣
論
的
均
衡
僚
件
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、

出

と
し
亡
、
他
格
形
成
の
分
析
に
耐
え
得
る
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
で
私
は
ミ
ウ
ダ
ル
の
議
論
の
大
裂
を
紹
介
し
符
た
と
忠
ふ
。
市
ー
に
現

心

H
C
W
門
戸
凶

HH
〈

と
一
瓦
ふ
方
税
式
は
、

従
っ
て
ま
た
貨
幣
諭
的
一
公
式

:
;
7
7
L
F
l
l
h
r
h
y
-
-
M
一

t
h
」

1
:
ι
:
;

54室
4
2
4
F
T
H長
t
H
;
2
1
6
c
F
7
1
ヘ

-
J
I
C
J
-
一一:
:
4
1
1
1
1
6
1
a
、

i

-

J

:

、

小
一:~~. ' 
" 同川!川3 

(1) 

;-可術i白『
ふ
J 

も

完1釦、

。

-&. ，、

普
通
に
、
す
べ
て
利
子
の
決
定
に
参
加
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
新
に
「
投
資
に
向
け
得
ら
る
L
資
木
」
、
即
ち
向
肉
資
本
に
闘
す

る
需
要
と
供
給
と
の
闘
係
で
あ
り
、
既
存
の
資
本
の
線
量
は
直
接
に
作
用
す
る
も
の
で
た
い
と
見
ら
れ
る
。
而
し
て
此
新
し
き
資
本

の
供
給
は
所
得
の
節
約
さ
れ
た
部
分
に
て
形
成
さ
れ
、
此
と
此
に
封
ず
る
需
要
卸
ち
投
資
と
が
均
衡
を
保
つ
限
り
粧
品
問
は
正
常
的
に

歩
む
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
q
然
ら
は
こ
れ
ら
の
闘
係
に
於
て
、
現
存
の
資
本
は
全
く
無
関
係
又
は
中
立
的
で
あ
る
か
。

こ
れ
に
剖
し

て
ミ
ウ
ダ
ル
は
、
自
由
資
本
は
固
有
の
貯
蓄
の
ほ
か
に
現
存
の
貨
物
資
本
償
値
袋
動
額
を
も
加
減
し
た
る
も
の
、
投
資
は
慣
値
投
資

こ
れ
は
一
菌
、

資
本
(/) 

維
持
(/) 

間か
題〈
を油Jて
取貫
入物
tl 1:支
た資
と l土
見新
ら l'i'
れ資
干事
よ 半年

即
ち
慣
値
減
少
額
は
新
左
投
資
に
準
備
せ
ら
れ
債
値
品
川
川
加
瀬
は
設
資
本
の
た
め
に
留
保
せ
ら
れ
、

関

投
資
の
匝
別
友
き
締
舗
と
し
て
の
み
現
は
れ
る
と
主
張
す
る
。

ぅ
。
と
れ
に
つ
い
て
、
ま
づ
翻
っ
て
議
論
の
同
議
結
か
ら
考
へ
る
。

前
中
迎
の
や
う
に
、

ミ
ウ
グ
ル
に
あ
っ
て
は
、
現
存
質
物
資
本
の
債
値
援
動
額
を
ば
牧
釜
計
算
に
際
し
て
強
め
差
く
の
は
、
該
資
本

Ge1dzins 

260 jj'. 

1比公式の具般的適用に闘して生Lる問題は諭ピなν臼
Hayek， Geldtheorie u. Konjunktu~theo!ie， S._I_:~' .J--124・
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の
牧
谷
率
を
貨
幣
利
率
と
一
致
せ
し
む
る
た
め
の
技
術
的
加
工
で
あ
っ
た
。
此
は
反
面
か
ら
見
る
と
、
資
本
債
値
は
つ
ね
に
貨
幣
利

子
で
共
純
牧
泊
先
を
選
定
し
た
大
さ
に
等
し
く
あ
ら
し
め
よ
う
、
進
み
で
は
資
本
の
牧
銭
は
資
本
そ
の
司
も
の
と
し
て
は
、
永
久
的
で
あ

り
継
績
的
に
同
一
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
要
求
が
前
提
さ
れ
て
ゐ
る
と
見
得
る
。
何
故
た
れ
ば
、
牧
径
を
も
た
ら
す
財
の
資
本

憤
値
が
共
収
益
を
貨
幣
利
子
で
還
元
し
た
大
る
を
持
ち
得
る
の
は
、
ー
ハ
牧
絡
が
永
久
的
な
持
績
性
を
も
っ
財
に
し
て
、
而
も
静
態
九
干
」

前
提
し
て
の
み
言
ひ
得
る
と
と
だ
か
ら
で
あ
丸
。
故
に
ミ
ウ
ダ
ル
の
暗
黙
の
前
提
は
か
う
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
投
下
さ
れ
た
資
本
白

慣
は
水
久
的
に
同
一
の
牧
(
俳
を
、
不
鑓
の
所
得
獲
得
能
力
を
保
設
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
此
は
合
計
技
術
上
の
擬
制
の
計
算
で
は
な
か

ら
う
れ
。
ま
た
h
t
業
主
自
が
資
本
れ
ら
ぷ
縫
の
所
得
や
一
期
待
す
る
と
一
広
ふ
こ
と
も
非
況
資
的
で
は
な
ん
山
ら
う
山
。
児
に
、
貨
物
資
本
は
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へ
移
時
し
う
る
欣
態
に
は
友
い
。
投
資
を
他
方
面
に
振
り
向
け
ろ
る
自
由
は
、
来
し
て
資
本
償
値
挺
動
の
大
さ
に

E
し
く
割
腹
す
る

も
の
か
。
此
は
断
言
し
難
い
と
忠
ふ
、
た
と
ひ
貨
幣
的
均
衡
が
入
居
岬
的
友
加
工
の
委
で
あ
る
と
は
し
で
も
。

「
全
貨
幣
理
論
は
見
込
の
要
因
に
懸
っ
て
ゐ
る
」

と
云
ふ
ゃ
う
友
考
方
を
裏
付
け
て
ゐ
る
ミ
ウ
ダ
ル
の
蒸
本
別
論
は
共
白
鰐
と
し

て
は
、
更
に
別
個
の
考
察
を
要
す
る
と
忠
ふ
。
認
で
は
唯
ウ
イ
ツ
ク
セ
ル
貨
幣
理
論
の
ミ
ウ
ダ
ル
に
よ
る
展
開
を
、

一
方
陀
は
ウ
イ

ツ
ク
セ
ル
の
理
論
と
の
内
的
連
繋
を
明
ら
か
に
し
、
他
方
に
は
新
ウ
イ
ツ
ク
セ
ル
沃
(
ハ
イ
エ
ク
)

と
封
比
し
て
把
握
し
よ
う
と
し

た
に
過
ぎ
た
い
。

ミ
ウ
ダ
ル
の
賃
響
論
に
つ
い
て
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